
午
後
１
時
30
分
、
倉
掛
自
治

連
合
会
佐
能
敏
政
副
会
長
の
開

会
挨
拶
に
続
い
て
「
災
害
に
備

え
よ
う
！
」
（
防
災
対
策
）
を

テ
ー
マ
と
す
る
出
前
講
座
に
入

っ
た
。
講
師
の
井
原
市
危
機
管

理
課
北
田
和
之
主
事
は
約
50
分

間
、
西
日
本
に
大
き
な
災
害
を

も
た
ら
し
た
平
成
30
年
７
月
豪

雨
の
デ
ー
タ
や
画
像
な
ど
を
ス

ラ
イ
ド
を
使
っ
て
紹
介
。
参
加

者
は
災
害
に
備
え
る
た
め
の

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
大

切
さ
な
ど
幅
広
く
学
習
し
た
。

午
後
２
時
30
分
か
ら
は
、
井

原
地
区
消
防
組
合
本
部
に
よ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
救
命
講
習
会
＝
写
真
左

＝
が
開
か
れ
、
正
し
い
胸
骨
圧

迫
の
方
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

な
ど
を
体
験
し
た
。

閉
会
後
、
60
代
の
女
性
の
一

人
は
「
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
。
井
原
市
防
災
マ
ッ
プ
な

ど
を
参
考
に
し
て
、
災
害
に
対

す
る
意
識
を
高
め
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
・
ふ
れ
あ
い

交
流
会
が
10
月
14
日
、
つ
ど
え

～
る
で
開
か
れ
会
員
ら
21
人
が

参
加
し
た
。

午
前
10
時
に
開
会
し
、
サ
ロ

ン
あ
す
は
の
山
岡
由
紀
恵
会
長

が
「
本
日
の
ゲ
ス
ト
は

ご
近

所
さ
ん
ず

で
劇
を
さ
れ
て
い

る
片
山
久
美
子
さ
ん
で
す
。
今

回
は
紙
芝
居
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
。

紙
芝
居
は
、
現
在
放
送
さ
れ

て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
青
天
を
衝
け
」
の
主
人
公
・

渋
沢
栄
一
翁
の
物
語
。
興
譲
館

の
阪
谷
家
と
縁
の
あ
る
渋
沢
翁

が
幕
末
後
、
近
代
国
家
の
礎
を

築
い
た
史
実
を
ま
と
め
た
も
の

で
、
ゲ
ス
ト
の
片
山
久
美
子
氏

が
語
り
部
を
務
め
た
。
参
加
者

は
抑
揚
と
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
片

山
氏
の
語
り
に
感
心
し
な
が

ら
、
渋
沢
翁
の
生
涯
に
つ
い
て

学
習
し
た
。

14
枚
組
の
紙
芝
居
は
、
渋
沢

翁
の
孫
鮫
島
純
子
さ
ん
と
親
交

の
あ
る
西
江
原
町
の
金
川
ち
よ

子
さ
ん
ら
が
紙
芝
居
作
成
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
多
く
の
協
力

を
得
て
出
来
上
が
っ
た
も
の
。

最
後
に
童
謡
唱
歌
「
青
い
目

の
人
形
」
を
合
唱
後
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
同
11
時
に
解

散
し
た
。

今
年
12
月
に
開
催
予
定
だ
っ

た
倉
掛
文
化
祭
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
と

な
っ
た
。

生
涯
学
習
と
住
民
交
流
の
促

進
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に

平
成
21
年
４
月
、
倉
掛
自
治
連

合
会
は
井
原
市
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
・
つ
ど
え
～
る
を
会
場
と

す
る
文
化
祭
の
開
催
を
計
画
。

同
年
12
月
、
つ
ど
え
～
る
指
定

管
理
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

協
力
を
得
て
第
１
回
目
の
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
以
後
、
隔
年
開
催

し
て
き
た
。

近
年
は
個
人
の
趣
味
作
品
を

は
じ
め
、
少
年
団
・
サ
ロ
ン
・

消
防
団
・
各
同
好
会
な
ど
か
ら

約
百
点
が
出
品
さ
れ
、
二
日
間

賑
わ
っ
て
い
る
。
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〈発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会

井原市井原町倉掛

会長／片岡秀憲

〈編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会

倉 掛 少 年 団 育 成 会

消防井原分団第３部

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
の
倉
掛
総
合
防
災
訓
練

（
倉
掛
自
治
連
合
会
＆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
井
原
主

催
）
が
10
月
９
日
、
つ
ど
え
～
る
で
行
わ
れ
30
人
が
参
加
し
た
。

 若林恵美子(102)２ 組

 山岡 許恵(98)17 組

 小林八重子(98)13-1組

 大久保政子(98)８ 組

 倉橋 正美(96)13-2組

 佐能 千年(96)12-2組

 山岡 光子(96)７ 組

 遠藤 生三(95)８ 組

 片岡 瀧子(94)11 組

 倉橋 昭二(94)７ 組

 橋本 照子(94)11 組

 細羽美津子(94)５-2組

 若林智和子(93)10 組

 丸山 澄子(93)18-2組

 和田 静子(93)18-1組

 江草 武司(92)15-2組

 山岡八重子(92)８ 組

 野宮 誠(91)18-3組

 森 梅子(91)18-2組

 高橋 敏子(91)３ 組

 宮本 文子(90)３ 組

 濱田 和子(90)16 組

 神﨑 嘉子(90)13-2組

 川上 康男(90)16 組

 野宮美智子(90)18-3組

 豊池 敏子(89)15-2組

 遠藤 幸子(89)８ 組

 倉橋 喜久(89)６ 組

 藤井 繁文(89)11 組

 濱田 勤(89)８ 組

10月26日現在 敬称略

《倉掛ご長寿番付》

秋
季
大
祭
足
次
山
神
社
の
区
当
番
祭

が
10
月
17
日
午
後
、
倉
掛
12

｜

１
組
及

び
12

｜

２
組
の
氏
子
に
よ
っ
て
執
り
行

わ
れ
、
瀬
藤
慎
二
さ
ん
が
大
当
番
を
務

め
た
。

午
後
１
時
50
分
か
ら
幟
や
竹
鳥
居
を

設
置
し
た
瀬
藤
さ
ん
宅
で
山
室
晶
史
宮

司
に
よ
る
神
事
が
あ
り
、
そ
の
後
、
瀬

藤
さ
ん
を
先
頭
に
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら

御
幣
や
大
幣
、
お
供
え
な
ど
を
持
っ
た

14
人
が
郷
社
へ
向
か
っ
た
（
写
真
）
。

や
が
て
一
行
は
大
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て

境
内
へ
。
拝
殿
に
上
が
り
宮
司
の
お
祓

い
を
受
け
宮
上
が
り
は
無
事
終
了
。

比
較
的
新
し
い
自
治
会
の
12

｜

２
組

が
区
当
番
を
務
め
る
の
は
初
め
て
だ
っ

た
が
、
大
久
保
克
朗
総
代
長
は
「
伝
統

行
事
を
立
派
に
務
め
て
い
た
だ
い
た
」

と
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
大
祭
当
日
の
予
定

を
伝
え
た
。

12-1組＆12-2組

区当番宮上がり
倉
掛
文
化
祭
、
中
止
を
決
定

倉
掛
自
治
連
合
会

サロンあすは交流会

防災対策出前講座
ＡＥＤ救命講習会

自 治 連
防災訓練

語
り
部
は
片
山
久
美
子
さ
ん

秋
季
大
祭

井原市出前講座（防災対策）について学習する参加者＝つどえ～る



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
鬼
の
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド

も
中
止
と
な
っ
た
井
原
町
秋
季

大
祭
が
10
月
24
日
、
井
原
町
全

域
で
執
り
行
わ
れ
た
。

倉
掛
少
年
団
は
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
を
し
て
午
前
８
時
に
郷

社
足
次
山
神
社
へ
集
合
。
山
室

宮
司
に
よ
る
安
全
祈
願
の
お
祓

い
を
受
け
同
９
時
、
子
ど
も
み

こ
し
を
繰
り
出
し
た
。

先
導
車
に
続
い
て
約
50
人
の

集
団
が
「
わ
っ
し
ょ
い
わ
っ

し
ょ
い
」
と
元
気
よ
く
や
っ
て

来
る
と
、
人
々
は
玄
関
先
に
出

て
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
出
迎

え
た
。

一
行
は
つ
ど
え
～
る
な
ど
途

中
３
カ
所
で
休
憩
し
、
４
時
間

少
々
で
倉
掛
地
内
を
一
巡
。
予

定
通
り
午
後
１
時
過
ぎ
に
郷
社

へ
戻
っ
た
。

倉
掛
少
年
団
育
成
会
の
高
橋

宏
真
会
長
は
「
倉
掛
の
皆
様
に

は
過
分
な
お
祝
い
を
賜
り
誠
に

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

礼
を
述
べ
て
い
た
。

倉
掛
少
年
団
と
同
育
成
会
が

10
月
10
日
、
倉
掛
公
園
と
小
田

川
土
手
の
清
掃

を
実
施
し
、
倉

掛
自
治
連
合
会

役
員
ら
も
協
力

し
た
。

午
前
８
時
よ

り

作

業

を

開

始
。
10
月
に
入

っ
て
も
気
温
が
高
く
、
伸
び
た

雑
草
の
草
刈
り
作
業
を
気
遣
う

通
行
人
ら
が
「
お
疲
れ
さ
ま
で

す
」
と
声
を
掛
け
て
い
た
。

10
月
の
郷
社
足
次
山
神
社
は

定
例
清
掃
と
井
原
町
秋
季
大
祭

一
週
間
前
の
一
斉
清
掃
及
び
祭

典
準
備
に
追
わ
れ
た
。

３
日
は
強
風
に
よ
る
大
量
の

落
ち
葉
で
作
業
は
難
航
し
た

が
、
参
加
し
た
約
30
人
の
氏
子

ら
の
手
で
掃
き
清
め
ら
れ
た
。

17
日
は
落
ち
葉
の
清
掃
を
は
じ

め
、
幟
を
立
て
た
り
本
殿
及
び

拝
殿
の
拭
き
掃
除
に
追
わ
れ

た
。
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11/ 7  井原分団第３部試運転日

11/ 7  岡山県高校駅伝競走大会
11/ 9  倉掛少年団夜警活動出発式

19;00～ つどえ～る

11/13  郷社足次山神社七五三祈願祭
11/13～14 9:00～15:00

11/14  井原分団秋季防火デー
※式典＆放水訓練

11/14  倉掛少年団資源回収
8;30～ ※予備日11/21

11/20  倉掛自治連合会
役員会＆防犯パトロール

12/ 5  郷社一斉清掃 午後１時～
12/ 5  倉掛少年団クリスマス会

12/16  さろんあすはクリスマス会

12/19  欅の杜の市（門田町大谷）

12/26  正月しめ飾り作り方教室
9:30～ つどえ～る

12/29  郷社清掃＆新年祈願祭準備
9:00～

1/ 1  郷社新年祈願祭
0:00～1:00 9:00～15:00

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

◆ 行 事 予 定 ◆

今
期
よ
り
倉
掛
自
治
連
合
会
役
員
の
末
席
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

12

｜

２
組
の

國
田
で
す
。
新
参
、
微
力
で
す
が
任
期
全
う
で
き

ま
す
よ
う
会
長
・
先
輩
役
員
方
の
ご
指
導
の
も
と

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
私
の
少
々
お
恥
ず
か
し
い
体
験
を
一

つ
。10

月
10
日
（
日
）
私
の
趣
味
の
邦
楽
の
会
が
、

岡
山
市
民
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
感
染
対
策
万
全
に
、
２
年
越
し
の
「
岡
山
三
曲

演
奏
会
」
で
す
。
意
気
揚

々
、
自
動
車
に
５
人
乗
り
合

わ
せ
、
９
時
会
場
入
り
。
舞

台
進
行
係
で
し
た
の
で
、
準

備
作
業
１
時
間
後
休
憩
の
た
め
控
室
に
向
か
っ
た

の
で
す
が
途
中
、
目
眩
が
。
30
分
椅
子
に
座
っ
て

も
収
ま
ら
ず
、
横
に
な
っ
て
休
ん
で
も
動
く
と
嘔

吐
目
眩
を
繰
り
返
す
次
第
。
Ａ
Ｍ

11
：
00
欠
演

連
絡
・
独
奏
部
交
代
要
請
し
、
安
静
続
け
る
も
２

時
間
経
過
後
も
ひ
ど
く
な
る
一
方
で
、
救
急
搬
送

も
頭
を
よ
ぎ
る
。
出
演
を
終
え
欠
演
を
聞
き
つ
け

た
家
内
が
、
飲
み
物
持
参
。
の
ど
の
渇
き
な
ど
全

く
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
に
、
飲
ん
で

30
分
位

す
る
と
目
眩
が
少
し
収
ま
る
感
じ
。
ゆ
っ
く
り
水

分
補
給
を
続
け
る
と
段
々
改
善
し
歩
け
る
よ
う

に
。
ま
さ
か
の
熱
中
症
？

５
時
頃
に
は
運
転
で
き
る
ほ
ど
に
回
復
し
、
水

分
補
給
で
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
、
い
つ

も
の
六
分
く
ら
い
の
体
調
と
感
じ
な
が
ら
午
後
６

時
無
事
帰
宅
し
ま
し
た
。

後
日
談
、
10
月
に
し
て
は
暑
い
日
で
し
た
が
、

暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
５
・
６
月
、
発
汗
の
７
～

９
月
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
10
月
に
発
汗
・
喉
の
渇

き
も
一
切
感
じ
な
い
状
況
で
熱
中
症
に
な
る
と

は
、
加
齢
に
よ
る
体
調
変
化
・
自
分
だ
け
は
と
い

う
甘
い
自
信
ゆ
え
の
失
敗
体
験
で
し
た
。

※つどえ～るカフェはコロナ禍

のため休止中

※つどえ～る金曜朝市はコロナ

禍のため休止中

倉掛自治連合会

監 事 國田 和馬

賢者は歴史（書物）に
学び愚者は経験に！

井原町秋季大祭

少年団みこし

「
お
疲
れ
さ
ま
」

少
年
団
が

清
掃
作
業

倉夏の住民参加 郷社足次山神社
１０月定例清掃

コい

ーき

ナい

ーき

神苑の清掃はほぼ毎月第一日曜日に行われている

倉
掛
公
園
の
清
掃
作
業

小田川土手の草刈り作業


